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福井県におけるヒラズゲンセイの初記録
斎藤　昌弘*，小泉　博美**，梅村　信哉***

The first record of Synhoria maxillosa（Fabricius）from Fukui Prefecture.

Masahiro SAITO*，Hiromi KOIZUMI**，Shinya UMEMURA***

（要旨）　2023年7月4日に大飯郡おおい町大島においてヒラズゲンセイが福井県からは初めて確認され
た．
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　 ヒ ラ ズ ゲ ン セ イSynhoria maxillosa（Fabricius） 
は コ ウ チ ュ ウ 目 ツ チ ハ ン ミ ョ ウ 科（Coleoptera； 
Meloidae）に属し，国内の甲虫類の中では大型の種
類である．幼虫は本州ではキムネクマバチXylocopa 

appendiculataの巣に寄生することが知られ，成虫は
5~8月に現れる（杉浦・郷原，1996）．赤く目立つ昆
虫でありながら、活発に活動しないために発見される
機会が少ない．本種は南方系の種類であり，従来九州
や四国南部で分布が知られていたが，近年国内で分布
を拡大させ，2000年代には近畿地方各地で確認される
ようになった（初宿，2008）．最近では，滋賀県南部
でも本種が確認されていた（初宿，2022）．
　福井県内においては，福井新聞2023年7月18日に“赤
いクワガタムシ”と題して，初めて発見されたと報道
された．本稿では，この報道に基づき，県内における
本種の初記録として報告する．

ヒラズゲンセイSynhoria maxillosa（Fabricius）
　大飯郡おおい町大島，1♂，4.VII.2023，
　小泉博美撮影（図1）
　第二著者の小泉が自宅の庭の菊の葉の上に静止して
いたものを見つけ撮影した．本個体はその後，2, 3日
は撮影場所の周辺で確認されたが，その後見られなく
なった．7月23日に現地を斎藤が確認したが，追加個
体は得られなかった．本種は山地帯には生息せず，お
そらく近年になって京都府北部から平地～低山地を経
由して県内に侵入してきたと推測される．
　本稿を作成するに当たり，ヒラズゲンセイの分布拡
大に関する資料をご教示・提供頂いた初宿成彦氏（元
大阪府立自然史博物館）に深く感謝申し上げる．
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図1．ヒラズゲンセイSynhoria maxillosa
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